
事例 小学校理科（Ａ区分） 西濃地区（Ｎ小学校）

１ 単元について

対 象 学 年 小学校 第６学年

学習指導要領 第６学年の内容 生物とその環境（１） ア イ ウA

単 元 名 「動物のからだのはたらき」 （全１１時間）

、 、 、単 元 目 標 ○人や他の動物の消化 呼吸 血液の循環などの働きに興味･関心をもち

自ら体の内部のつくりや働きに生命のたくみさを感じ、それらの関係を

。 （ ）調べようとする 自然事象への関心・意欲・態度

○ 人や他の動物の体のつくりや消化、排出、呼吸、血液の循環などの働

きを多面的に考えたり、つくりと働きとのかかわりについて推論するこ

。 （ ）とができる 科学的な思考

○人や他の動物を観察し、気体検知管などを正しく使って呼気と吸気の

、 、 、違いを調べ記録したり 映像資料や魚の解剖 模型などを活用して消化

、 、 。排出 呼吸 血液の循環などの働きを調べ記録したりすることができる

（ ）観察・実験の技能・表現

、 、○体内に酸素が取り入れられ 体外に二酸化炭素などが出されていること

食べ物は、口、胃、腸などを通る間に消化、吸収され、吸収されなかっ

た物は排出されること、血液は心臓の働きで体内を巡り、養分、酸素及

び、二酸化炭素を運んでいることを理解している。

（ ）自然事象についての知識・理解

配 慮 事 項 基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫
○児童に既有する見方や考え方を引き出し大切にしながら、体の中の仕組
みや働きに見通しをもたせる活動の工夫
・口の中でのごはんの変化を調べる活動、呼気と吸気を比べる活動、運
動による呼吸の変化と心拍を調べる活動、脈拍の変化を関係付ける活
動など、体験や知識として知っていることを見つめ直す場を位置付け
ることで、消化や呼吸や血液循環の仕組みと働きについて問題意識を
高め、見通しをもてるようにする。

○多様な情報を活用したり、他の動物を調べたりする発展的な活動の工夫
・体の仕組みと働きを資料から調べたり、他の動物ではどうなのかを調
べたりする活動の場を設定し、それぞれの情報が問題解決に生かされ
るようにする その児童の学びを理科コーナーに位置付け 既習の 植。 、 「
物の働き 、人、他の動物を関連付けて掲示することで、生物の体の」
つくりと働きとの関係から、発展的な追究ができるようにする。

○消化、呼吸、血液循環の仕組みと身近な生活との結び付きを意識しなが
ら生命維持や健康な生活へ視野を広げる活動の工夫
・学習したことから自分の生活を振り返り、消化、呼吸、血液循環の働
きが互いに関係しあって、健康な生活を維持していることがとらえら
れるよう、医師（校医）や養護教諭に話を聞く機会を設け、学習した
内容を自分の体や生活とをかからわせて自分のこととしてとらえるこ
とができるようにする。

参 考 資 料 資料１：理科「動物のからだのはたらき」学習コーナー
資料２：結果一覧表
資料３：学習カードの自己評価項目



２ 単元の評価規準

ア 自然事象への イ 科学的な思考 ウ 観察・実験の エ 自然事象につい
関心･意欲･態度 技能・表現 ての知識・理解

内 生物の体のつくりと 生物の体のつくりと 植物や動物を育てた 生物は互いに類似し
容ご 働き及び生物と環境 働き及び生物と環境 り、情報を収集した た体のつくりと働き
のと との関係を意欲的に との関係に問題を見 りして、観察や実験 をもち、環境とかか
まの 追究し、生命のたく いだし、多面的に追 を行い、その過程や わって生きているこ
と評 みさやすばらしさを 究し、相互関係や規 結果を的確に表す。 となどを理解してい
ま価 感じとり、生命を尊 則性をとらえ、問題 る。
り規 重しようとする。 を解決する。
準

・人や他の動物の消 ・人や他の動物の体 ・人や他の動物を観 ・食べ物は、口、胃
化、呼吸、排出、 のつくりや消化、 察し、指示薬や気 腸などを通る間に
血液循環などの働 呼吸、排出、血液 体検知管、石灰水 消化、吸収され、
きに興味・関心を 循環などの働きを などを適切に使っ 吸収されなかった

単 もち、自ら体の内 多面的に考えるこ て呼気と吸気の違 物は排出されるこ
元 部のつくりや働き とができる。 いを調べ、記録す とを理解している
の を調べようとする ・人や他の動物の体 ることができる。 ・体内に酸素が取り
評 ・人や他の動物の体 のつくりと消化、 ・人や他の動物を観 入れられ、体外に
価 のつくりや働きに 呼吸、排出、血液 察し、映像資料や 二酸化炭素などが
規 生命のたくみさを 循環などの働きと 魚の解剖、模型な 出されていること
準 感じ、それらの関 のかかわりについ どを活用して消化 を理解している。

係を調べようとす て推論することが 呼吸、排出、循環 ・血液は、心臓の働
る。 できる。 などの働きを調べ きで体内を巡り、

記録することがで 養分、酸素及び二
きる。 酸化炭素を運んで

いることを理解し
ている。

①人や動物が生きて ①口の中でのご飯の ①でんぷんがだ液の ①食べ物は口、胃、
いくのに必要なも 変化について調べ 働きによって、別 腸などを通る間に
のが何かに興味･ ることから、食べ のものに変化する 消化、吸収され、

単 関心をもち、進ん たもののゆくえを ことをヨウ素液の 吸収されなかった
位 でそれらのことに ご飯の変化と関係 色の変化から調べ ものは排出される
時 ついて考えようと 付けながら消化の ることができる。 ことを理解してい
間 する。 しくみを考えるこ ②呼気と吸気の酸素 る。
に ②養分の取り入れ方 とができる。 の濃度を、気体検 ②人や他の動物は呼
お に興味･関心をも ②人は呼吸によって 知管などを正しく 吸によって酸素を
け ち、人や他の動物 酸素を取り入れ、 使って調べ、記録 取り入れ、二酸化
る の消化、吸収の仕 二酸化炭素 水 水 することができる 炭素を出している、（
具 組みや体のつくり 蒸気）を出してい ③呼気や吸気を石灰 ことを理解してい
体 を調べようとする ることを考えるこ 水や気体検知管で る。
の ③呼気と吸気の違い とができる。 調べ、呼気には二 ③血液は、心臓の働
評 に興味･関心をも ③運動による呼吸の 酸化炭素が増えて きで体内を巡り、
価 ち、呼気と吸気の 変化と心拍、脈拍 いることを調べる 養分、酸素及び二
規 違いを調べようと の変化を関係付け ことができる。 酸化炭素を運んで
準 する。 ることから、血液 ④呼吸、消化、血液 いることを理解し

④運動による呼吸、 循環の働きを考え 循環などにかかわ ている。
心拍、脈拍などの ることができる。 る人や他の動物の
変化に興味･関心 体内の各器官の仕
をもち、心臓や血 組みや働きについ
管などの血液循環 て資料などを活用
の仕組みと働きを して調べることが
調べようとする。 できる。
⑤人や他の動物の体
のつくりと働きの
たくみさを実感
し、生命を尊重し
ようとする。



指導と評価の計画（全１１時間）３

時 ねらい 学 習 活 動 評価規準 評価方法 指導・援助

１ ○人や他の動 ○植物、人、他の動物の写真資 〈ア－①〉 ○発言 ○「空気 「食べ」

物が生きて 料を見る。 ○人や動物が ○ノート 物」の問題が想

いくのに必 人や他の動物が生きていくた 生きていく 起しやすいよう

要なものが めに 何が必要なのだろうか のに必要な ・人と動物が に植物や、人、、 。

何かについ ものが何か 生きていく 他の動物の写真

て考え、こ に興味･関 のに必要な 資料を提示する

れからの学 ○記録カードに記述し、交流し 心をもち、 ものを進ん ○出てきた疑問や

習の計画を 合う。 進んでそれ で考えるこ 調べてみたいこ

立てること らのことに とができて とから消化、呼

ができる。 ○考えを出し合い、出てきた疑 ついて考え いるか。 吸、血液循環に

問や調べてみたいことを整理 ようとする かかわるものを。

し、これから調べることの計 集約する。

画を立てる。

○ご飯をすり ○ご飯をよく噛むことで、口の 〈ウ－①〉 ○行動観察 ○実際にご飯を食２
つぶしたり、 中でどんなことが起こってい ○でんぷんが ○ノート べ、味やご飯の

だ液と混ぜ るかを交流し合う。 だ液の働き ・でんぷんが 粒の形を観察す

合わせたと によって、 だ液によっ ることで、口の

きの変化を ○そのままのご飯とよくかんだ 別のものに て別のもの 中で消化の働き

ヨウ素液を ご飯にヨウ素液をたらし比較 変化するこ に変わるこ に対する関心を

使って比較 する。 とをヨウ素 とをヨウ素 高める。

実験を行い 液の色の変 液を使って

でんぷんは でんぷんは、だ液によって変 化から調べ 比較実験を ○実験の目的をは

だ液によっ 化するのだろうか。 ることがで 行い、記録 っきりさせ、比

て別のもの きる。 することが 較のための実験

に変化する ○予想をし、実験計画を立て実 できている を計画するよう

ことをとら 験する。 〈イ―①〉 か。 にする。

えることが 水＋すりつぶしたご飯 ○口の中でのA
できる。 だ液＋すりつぶしたご飯 ご飯の変化 ・口の中での ○仲間の結果と比B

について調 ご飯の変化 較して考察でき

○結果を交流し、まとめる。 べることか をだ液での るような一覧表

でんぷんは、だ液によって別 ら、食べた 実験結果か を用意する。

のものに変化する。 もののゆく ら、だ液が

えをご飯の でんぷんを

○学習の振り返りをする。 変化と関係 消化し、他

付けながら のものに変

消化のしく えることを

みを考える とらえてい

ことができ るか。

る。

食べ物は口 ○人体模型を見る。 〈エ－①〉 ○行動観察 ○人体模型、人体３ ○ 、

胃、腸など 食べた物は体の中でどのよう 食べ物は、 ○ノート や動物の解剖図４
を通る間に に変化していくのだろうか。 口、胃、腸 ○発言 図鑑、ビデオ、

消化、吸収 などを通る コンピュータな

され、吸収 ○ 予想し 調べる計画を立てる 間に消化、 ・人の消化、 ど多様な資料を、 。

されなかっ ・図書資料、コンピュータ（イ 吸収され、 吸収の働き 用意し、自分に

たものは排 ンターネットの活用 、ビデオ 吸収されな に興味･関 必要な情報を選）

出されるこ などを使って調べる。 かったもの 心をもち、 択し活用してい

とをとらえ ・保健の先生や校医さんに詳し は排出され 体のつくり けるようにする

ることがで い説明を聞く。 ることを理 や働きを調

きる。 解している べているか。

○調べたことを交流し合い、

まとめる。 ・学習した内

容から、人

食べた物は口、胃、腸などを の消化管の

通る間に消化され、養分が吸 つくりと働



収されるとともに、吸収され きをまとめ

なかった物は排出される。 ることがで

きているか

○学習の振り返りをする。

○他の動物も 〈ア―②〉 ○行動観察 ○解剖の材料とし５
人と同様に､ 他の動物の消化の働きは人と ○養分の取り ○発言 ては、胃や腸内

食べた物は 同じなのだろうか 。 入れ方に興 ○ノート の食べ物が消化。

消化管を通 味・関心を ・学習した内 されていく様子

る間に消化 ○ 予想し、調べる計画を立て、 もち、人や 容から他の がよくわかる新

され、吸収 人と他の動物の消化管を比べ 他の動物の 動物と人の 鮮なアジを準備

されなかっ る。 消化、吸収 消化管のつ する。

た物は排出 ・魚を解剖し、消化管の様子を の仕組みや くりと働き ○解剖用具は事前

されること 調べる。 体のつくり を比べなが 事後に十分清掃

を理解する。 ・他の動物について図書資料、 を調べよう らまとめる し、殺菌消毒を

コンピュータ（インターネッ とする。 ことができ し衛生上の配慮

トの活用 、ビデオなどを使っ 〈ウ－④〉 ているか。 をする。）

て調べる。 ○呼吸 消化 ○解剖については、 、

血液循環な 手術のことや料

○調べたことを交流し合い、ま どにかかわ 理店のことなど

とめる。 る人や他の も話題にしなが

動物の体内 ら気持ちをやわ

他の動物も人と同じで消化管 の各器官の らげてから取り

は一続きの管になっていて、 仕組みや働 組ませ、生命尊

そこを食べ物が通る間に消化 きについて 重と動物愛護の

される。 資料などを 点からも指導す

活用して調 る。

○学習の振り返りをする。 べることが

できる。

○人は呼吸に 人は呼吸によって何を取り入 〈ア―③〉 ○仲間の実験結果６
よって空気 れているのだろうか。それは ○呼気と吸気 が一目でわかる

中の何を取 取り入れているだけなのだろ の違いに興 ような結果一覧

り入れてい うか。 味･関心を 表を準備する。

るのか、ま もち、呼気 ○行動観察 ○気体検知管を使

たそれは取 ○予想をし、実験計画を立て実 と吸気の違 ○ノート って調べた結果

り入れてい 験する。 いを調べよ ○発言・つぶ をグラフや表に

るだけかに ○すう空気とはきだした空気を うとする。 やき 表すことで酸素

興味をもち､ 集めて、 ・気体検知管 がしだいに減っ

気体検知管 ・ろうそくの火の燃え方を調べ を正しく使 ていることをと

を使ってす る。 〈ウ―②〉 って、吸気 らえ、減った分

う空気とは ・気体検管を使って酸素濃度を ○呼気と吸気 と呼気の酸 の酸素の行方に

き出した空 調べる。 の酸素の濃 素濃度を調 目が向けられる

気を調べる ○結果を交流し、まとめる。 度を、気体 べることが ようにする。

ことができ 人は呼吸によって酸素を取り 検知管など できている ○ポリ袋に息を入

る。 入れている。はき出した空気 を正しく使 か。 れていくと袋の

には酸素が減っていたがまだ って調べ記 内側がくもって

残っていた。 録すること いく様子にも着

ができる。 目できるように

・はき出した空気は酸素が全部 する。

なくなってしまったわけでは

ないがすう空気より減ってい

た。では人が呼吸によって出

。しているものは一体何だろう

・はき出した空気は、すう空気

より温かかった。体の中で酸

素が使われて熱が出ているの

だと思う。

○学習の振り返りをする。



７ ○人が呼吸に 〈ウ―③〉 ○行動観察

よって出し 人が呼吸によって出している ○呼気や吸気 ○ノート

ているもの ものは何だろうか。 を石灰水や ○発言・つぶ

について呼 気体検知管 やき

気や吸気を ○予想をし、実験計画を立て実 で調べ、呼 ・実験方法を ○仲間の実験結果

観察し、さ 験する。 気には二酸 考えて二酸 が一目でわかる

らに含まれ 化炭素が増 化炭素があ ような結果一覧

る気体を石 ○吸う空気とはきだした空気を えているこ ることやそ 表を準備し、実

灰水や気体 集め、 とを調べる の濃度を調 験結果から総合

検知管を使 ・石灰水で調べる。 ことができ べることが 的に判断できる

って調べ、 ・気体検知管を使って二酸化炭 る。 できている ようにする。

人は呼吸に 素濃度を調べる。 〈イ―②〉 か。

よって二酸 ○人は呼吸に 前時や本時・
化炭素や水 ○結果を交流し、まとめる。 よって酸素 の実験結果 ○前時と同様、ポ

（水蒸気） 人は呼吸によって二酸化炭素 を取り入れ から、呼吸 リ袋に息を入れ

を出してい と水 水蒸気 を出している 二酸化炭素 によって酸 ていくと袋の内（ ） 。

ることを見 水 水蒸気 素を取り入 側がくもってい（ ）

い出すこと を出してい れ、二酸化 く様子やその時

ができる。 ることを考 炭素や（水 の温かさにも着

えることが 蒸気）が出 目できるように

○学習を振り返る。 できる。 されている する。

〈エ―②〉 ことを考え

○人や他の動 ることがで

物は呼吸に きているか

よって酸素

を取り入れ、

二酸化炭素

を出してい

ることを理

解している。

○資料などを ○ウサギが動き回る様子や魚が 〈ウ―④〉 ○行動観察 ○人やウサギや魚８
もとに、人 泳いでいる様子を見る。 ○呼吸 消化 ○発言 の呼吸では肺と、 、

や他の動物 血液循環な ○ノート えらという違い

の肺のつく 人や他の動物の酸素を取り入 どにかかわ はあるが、どち

りと呼吸の れたり、二酸化炭素を出した る人や他の ・学習した内 らも血管が通っ

仕組みにつ りする仕組みはどのようにな 動物の体内 容から他の ていて、血液の

いて調べ、 っているのだろうか。 の各器官の 動物と人の 中に酸素を取り

人と他の動 仕組みや働 呼吸のしく 入れ、血液から

物の共通点 ○予想をし、調べる計画を立て きについて みと働きを 二酸化炭素を出

や差異点を る。 資料などを 比べながら す点は同じであ

まとめるこ ・魚の呼吸の様子を 溶液で 活用して調 まとめるこ ることをとらえBTB
とができる。 調べる。 べることが とができて ることができる

・ウサギの吸う空気、はく空気 できる。 いるか。 ようにする。

を気体検知管で調べる。

・人や他の動物についての呼吸

の仕組みを図書資料、コンピ

ュータ（インターネットの活

用 、ビデオなどを使って調べ）

る。

○調べたことを交流し合いまと

める。

人も他の動物も、肺やえらに

ある血管で酸素を取り入れた

り、二酸化炭素を出したりし

ている。

○学習を振り返る。

○体の中の血 ○人体模型 人体解剖図を見る 〈ア―④〉 ○行動観察 ○前時までの呼吸９ 、 。

液の通り道 ○運動による ○発言 や消化の学習を



を調べ、血 呼吸 心拍 ○ノート、全 想起させ、血液、 、

液が全身を 体の中に取り入れられた酸素 脈拍などの 身図 に対する関心を

巡っている や養分は、どこにいくのだろ 変化に興味 ・血液の通り 高めていくよう

ことをとら う。 ･関心をも 道に興味を にする。

えることが ち、心臓や もち、血液

、 。 、 、できる。ま ○予想をし 実験計画を立てる 血管などの の通り道が ○脈拍計 聴診器

た、心臓の ・からだの外部から血液の通り 血液循環の 分かるとこ ストップウオッ

拍動数と脈 道を調べる。 仕組みと働 ろを知り、 チ、人体の輪郭

拍数を調べ、 ・運動前後の脈拍や心臓の拍動 きを調べよ その部位の だけの全身図

心臓の動き のテンポを調べる。 うとする。 様子を進ん （一人一枚）を

と血液の流 〈イ―③〉 で調べて記 準備する。

れとのかか ○調べたことを交流し合い、ま ○運動による 録している ○心臓の拍動と脈

わりをとら とめる。 呼吸の変化 か。 拍とのかかわり

えることが と心拍、脈 をとらえること

できる。 全身に血液の通り道があるこ 拍の変化を ができるように

とから体の中に取り入れられ 関係付ける する。

た酸素や養分は全身に運ばれ ことから、

る。心臓の動きと血液の流れ 血液循環の

とはかかわりがある。 働きを考え

ることがで

○学習を振り返る。 きる。

○血液の働き ○メダカの尾びれの血液の流れ 〈ウ―④〉 ○行動観察 ○メダカや金魚の10
に興味・関 をビデオ映像で見る。 ○呼吸 消化 ○発言 尾びれの血液の、 、

心をもち、 人や他の動物の血液の流れや 血液循環な ○ノート 流れの観察で

資料をもと 働きはどのようになっている どにかかわ ・血液の流れ は、魚体に負担

に心臓や肺、 のだろう。 る人や他の と心臓の働 をかけないよう

血管などの 動物の体内 きをとら に、できるだけ

つくりと働 ○予想をし、調べる計画を立て の各器官の え、血液が 短時間観察を済

きを調べ、 る。 仕組みや働 酸素や養分 ませるようにす

血液が全身 ・実体顕微鏡でヒメダカ、金魚 きについて を運んでい る。

を巡りなが の尾びれを観察する。 資料などを ることを説

ら酸素や養 ・人体模型や解剖図などを使っ 活用して調 明すること

分を運んで て調べる。 べることが ができるか

いることを ・図書資料、コンピュータ（イ できる。

とらえるこ ンターネットの活用 、ビデオ）

とができる。 などを使って調べる。 〈エ―③〉

○血液は、心

○調べたことを交流し合い、ま 臓の働きで

とめる。 体内を巡り

人も他の動物も心臓の働き 養分、酸素

で、血液に取り入れられた酸 及び二酸化

素や養分が全身に運ばれてい 炭素を運ん

く。 でいること

を理解して

○学習を振り返る。 いる。

○単元の学習 〈ア―⑤〉 ○発言 ○自分の表したい11
の整理を通 今までの学習を振り返り、人 ○人や他の動 ○ノート 方法でまとめる

して、人や や他の動物の体のつくりと働 物の体のつ ・人や他の動 ことができるよ

動物の消化 きについてまとめよう。 くりと働き 物の体のつ うにワークシー

呼吸、血液 のたくみさ くりや働き ト、新聞枠、ポ

の働きにつ ○今までの学習を振り返り、ま を実感し生 のたくみさ スターの紙を準

いてまとめ とめる。 命を尊重し に気付き生 備する。

ることがで ・ワークシート、新聞やポスタ ようとする 命を大切に ○体のつくりと消。

きる。 ー、ノートなど自分の表した しようとす 化、呼吸、循環

い方法でまとめる。 る気持ちが の各々のはたら

もてている きを関連付けて

○学習を振り返る。 か。 まとめるように

助言する。



４ 単位時間の授業展開例

（１）本時のねらい

・人が呼吸によって出しているものについて、呼気中の酸素が減っていることから別の気体が

できていることに気付き、呼気を石灰水や気体検知管を使って調べ、人は呼吸によって二酸

化炭素や水（水蒸気）を出していることがわかる。

（２）本時の位置

７／１１時

（３）展開案

学 習 活 動 評価について 指導・援助過程

解 ○前時を振り返る。 ○前時の学習内容を想
決 起させる。はき出し
の た空気にも酸素が含学習課題
見 人が呼吸によって出している まれていたがすう空
通 ものは何だろうか。 気よりも減っていた
し 〈ウ―③〉 ことから、新たにで
を ○予想をし、実験計画を立て実験 ○呼気や吸気を石灰水や気 きたものは何かとい
も する。 体検知管で調べ、呼気に う点に着目できるよ
つ は二酸化炭素が増えてい うにする。
・ビニール袋にすう空気とはきだ ることを調べることがで ○実験はペアで選択し

追 した空気を集めて袋の様子を観 きる。 た方法で調べるが、
究 察する。 [行動観察、発言] 時間的に余裕があれ
す ・石灰水で調べる。 ・石灰水や気体検知管を正 ばできるだけ 種類2
る ・気体検知管で二酸化炭素濃度を しく使って実験している の実験に取り組むよ

調べる。 か。 うにする。
・ 呼気や吸気中の二酸化炭 ○仲間の実験結果が一

○実験結果を一覧表に書き込む。 素の同定結果について正 目でわかるような結
しく記録しているか。 果一覧表を準備し、

○実験結果をまとめる。 実験結果から総合的
・すう空気を集めた袋は何も変化 に判断させるように
がなかったが、はき出した空気 する。一人一人の実
を集めた袋はくもって、温かく 験結果から全体の結
なっていた。 論が出せたことを価

・すう空気では石灰水の色に変化 値付ける。
ま はなかったのに、はき出した息 ○前時と同様、ポリ袋
と では石灰水が白く濁った。 に息を入れていくと
め ・気体検知管で調べると、すう空 袋の内側がくもって
る 気は二酸化炭素が ％しか 〈イ―②〉 いく様子やその時の0.03

なかったのに、はきだした空気 ○人は呼吸によって酸素を 温かさにも着目でき
は二酸化炭素が３％だった。 取り入れ、二酸化炭素、 るようにする。

水（水蒸気）を出してい ○本時の結果だけでは
○結果から分かったことを交流し ることを考えることがで なく前時のまとめと
合う。 きる。 照らし合わせて（前

・どの結果もはき出した空気はニ [記録、発言] 時のノートや理科コ
酸化炭素が増えた。 ・酸素が減って二酸化炭素 ーナーを参考に）呼

・袋の内側に水滴がついていたの が増えたと考えているか 吸の仕組みをとらえ。
で水蒸気が出ている。その袋も させるように助言す
温まっていた。 る。

○学習のまとめをする。
人は呼吸によって二酸化炭素や
水（水蒸気）を出している。

○本時の学習を振り返る。



５ 評価の実際と個に応じた指導事例

（１）本時重点的に取り上げた評価規準

〈ウ―③〉

○呼気や吸気を石灰水や気体検知管で調べ、呼気には二酸化炭素が増えていることを調べるこ

とができる。

（２）評価の実際

石灰水や気体検知管を正しく使って実験し、呼気や吸気中の二酸化炭素を同定しているかを、実

験中の行動観察や発言、ノートから次の２点において判断した。

①石灰水で調べると白く濁ることや、気体検知管を正しく使い正確に目盛りを読み取ることがで

きている。

②呼気や吸気中の二酸化炭素の同定結果を一覧表、実験カードに正しく記録することができてい

る。

、 、前時に学習した呼気や吸気中の酸素濃度を調べたときの様子と比較しながら 器具を正しく扱い

実験結果を正しく記録している児童を「おおむね満足できる状況」と判断した。

さらに、呼気や吸気を石灰水や気体検知管を正しく使って実験し、呼気や吸気中の二酸化炭素の

同定結果について正しく記録するだけでなく、自分と仲間の結果を比較し、呼気には二酸化炭素が

増えていることを見い出している児童については、次の３点を満たしていることから 「十分満足、

できる状況」であると判断した。

①石灰水で調べると白く濁ることや、気体検知管を正しく使い正確に目盛りを読み取ること

ができている。

②呼気や吸気中の二酸化炭素の同定結果を一覧表、実験カードに正しく記録することができ

ている。

③自分の結果と仲間の結果を結果一覧表から、呼気には二酸化炭素が増えていることを総合

的にとらえて記録している。

（３）個に応じた指導の実際

行動観察、発言、ノートより、石灰水や気体検知管を正しく使って実験できていない。また、実

験ができていても、呼気や吸気中の二酸化炭素の同定結果について正しく記録することができてい

ない児童については 「努力を要する状況」であると判断し、次のような指導を行った。、

石灰水や気体検知管を正しく使って実験できていない児童に対しては、理科学習コーナーや気体

検知管の使い方の掲示を活用し、実験器具の使い方を見直させてから再度実験するよう指導・援助

した。

また、石灰水や気体検知管を正しく使って実験はできているが、呼気や吸気中の二酸化炭素の同

定結果について正しく記録することができていない児童に対しては、前時に行った呼気や吸気中の

酸素の同定結果一覧表を振り返らせ、分かりやすく表に記録するよう指導・援助した。

その結果、本時、すべての児童が、呼気や吸気を石灰水や気体検知管を正しく使って実験し、呼

気や吸気中の二酸化炭素の同定結果について正しく記録することができた。



６ 参考資料

○資料１：理科「動物のからだのはたらき」学習コーナー

○資料２：結果一覧表

資料３：学習カードの自己評価項目

☆自分の学習を振り返ろう。

（ 大変よくできた・この調子◎、できた○、できなかった・今度はがんばるぞ△× ）

問題を意識して、問題を解決しようという思いで取り組むことができましたか。

実験器具を正しく、安全に気をつけて大切に使うことができましたか。

実験はグループのみんなで（またはペア、自分）協力してできましたか。

実験結果をわかりやすく工夫して記録することができましたか。

実験からえたことをもとにして、考察することができましたか。

人まかせではなく、自分から進んで準備や後片付けをすることができましたか。

交流するとき、自分の結果を進んで挙手・発表することができましたか。

見つけた仲間のよさがあったら紹介しよう。(いくつ紹介できるかな！)




